Microstructure and Mechanical Properties of GMA Weld Metal of 950 MPa Class Steel by ゴウダ, モハマド アブデルロウフ モハマド & Gouda, Mohamed Abd-Elrouf Mohamed
Osaka University
Title Microstructure and Mechanical Properties of GMA Weld Metalof 950 MPa Class Steel








氏 ゴウダ モハマド アブデルロウフ モハマド名 Gouda ， Mohamed Abd-Elrouf Mohamed 
博士の専攻分野の名称 博士(工学)
学位記番号第 1 8 0 0 6 号
学位授与年月日 平成 15 年 4 月 24 日
学位授与の要件 学位規則第4 条第 1 項該当
工学研究科生産科学専攻
学位論文名 Microstructure and Mechanical Properties of GMA Weld Metal of 950 
MPa Class Steel 










第 1 章では、先ず 950 MPa 級高張力鋼の溶接金属の開発に対する技術的・社会的要請を述べた後、関係する従来
の報告をまとめて、本研究で取組むべき課題を抽出している。
第 2 章では、本研究で用いる実験方法を、まとめて述べている。
第 3 章では、溶接シールドガスの組成を、Ar+(0 '"'-'25%) C02 の範囲で変化させて、溶接金属の化学組成、組織
および機械的性質に対する影響を調べている。その結果、溶接金属の組織は、基本的にマルテンサイトとベイナイト
から成り、シールドガス中の C02 濃度の増加と共に、後者が増加すること、さらに透過電子顕微鏡観察によってベ
イナイトは Acicular 型から Granular に変化し、後者は脆化組織とされる M-A 組織を含むことを示している。この












第 6 章は、シールドガス中の C02 含有量を 10%以内の範囲に絞り、優れた溶接金属特性と高い生産能率の両方が
得られる条件範囲を求めている。




だ必ずしも良く理解されたとは言い難く、 950 MPa 級高張力鋼の広範な適用を妨げる障害となっている。本論文は、
この 950 MPa 級高張力鋼のガスメタルアーク溶接金属について、金属組織と機械的特性に対する溶接条件の影響を
調べ、機械的性質の変化を金属組織学的に説明すると共に、この鋼の溶接金属組織の同定に対する従来の論争に決着
をつけようとするもので、主な成果は以下のように要約される。
(1) 溶接能率の向上に有効な因子である溶接シールドガス中への C02 添加について、溶接金属の化学組成、組織お
よび機械的性質に及ぼす影響を調べている。その結果、実用的な C02 添加量の範囲では、溶接金属の組織は、基
本的にマルテンサイトとベイナイトから成り、 C02 添加量の増加と共に、後者が増加すること、さらに透過電子顕
微鏡観察によってベイナイトは Acicular 型から Granular 型に変化し、後者は脆化組織とされる M-A 組織を含む











(4) シールドガス中の C02 含有量をさらに狭い範囲に絞り、単ノ号スおよび、多ノ号ス溶接のいずれの場合にも、優れた
溶接金属特性と高い生産能率の両方が得られる C02 含有量と溶接入熱量が、実用可能範囲内に存在することを確
認している。
以上のように、本論文は、 950MPa 級高張力鋼の溶接金属の組織を同定し、従来の論争に決着をつけると共に、機
械的性質に及ぼす溶接諸条件の影響についての金属組織学的な説明に大きく貢献している。この成果は、 950MPa 級
高張力鋼の溶接金属の成分設計に対する材料学的指針を与えるものでもあり、基礎および応用の両面わたって工学的
に寄与するところ多大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
- 656 ー
